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  本研究は、I 大学女子大学生291 名を対象に質問紙調査を行い、月経に対する個人の考え方の差異を捉え、月経痛との

関連を明らかにすることを目的とする。その結果、月経に対して肯定的な感情を持っている学生は少なく、女性として生涯健

やかな生活を過ごすためには、学童期に月経を肯定的に受け止めるような保健教育を行うことが重要であると捉えられた。 

 

 

Ⅰ はじめに 

 

心身共に健康な生活について考えるとき、月経は女性にとって切り離すことができないものであ

る。多くの者は小中学生頃に初経を経験し、その後も心身の成長とともに、月経痛に悩まされたり、

月経の随伴症状によって日常生活に良くない影響を及ぼされたりした経験をもつ者も多い。それら

により、月経についてマイナスのイメージを抱くようになることもある。 

しかし、今回の調査対象である女子大学生は、初経から一定年月以上経過し、安定しつつある時

期である。月経経験を重ねるにつれ、月経に関する捉え方にも変化が訪れ、月経を健康のバロメー

ターとして肯定的に捉えて管理したり、女性としての社会的役割を実感したりするようになってい

くことが重要である。つまり、月経を自然なものとして受け入れ、うまく付き合っていくことが心

身の健康のために大切となる。 

―――――― 
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月経と心身の相関関係に関する研究は、これまでにも多数行われている。松本らにより、運動習

慣やストレスなどのライフスタイルとの関連 1)が、野田により、自尊感情やジェンダー満足度、自 

覚的健康観などとの関連 2)が示され、月経痛との関連要因が明らかになりつつある。 

今回は女子大学生の月経の状況の実態調査に加え、心理的要因に着目し、月経時の感じ方、月経

痛により仕事を休むことへの抵抗などを調査した。月経の捉え方に関しては、初経教育や養護教諭

の関わりも関係しているものと思われる。 

そこで本研究は、質問紙から個人の考え方の差異や傾向と月経痛との関連を明らかにし、養護教

諭として児童生徒に対して、月経に関する知識のみでなく、月経に関して前向きな捉え方ができる

ようになるための指導・支援に活用することを目的とし、考察を加えたので報告する。 

 

 

Ⅱ 対象および方法 

 

2009年10月に I大学教育学部に属する1年生から4年生の女子学生を対象に質問紙集合調査を

実施した。合計291名に質問紙を配布し、未記入事項を除いた有効回答数は289である（有効回答

率99.3％）。調査内容は、月経に関する基本情報（5項目）、月経のとらえ方（4項目）、月経時に感

じる苦痛（5項目）、月経痛が日常生活に与える影響と他者への理解（5項目）である。初経時から

現在までの月経へのイメージや苦痛の状況に変化はあるのか、また、それらと月経痛との間に関連

はみられるかなどをχ2検定を行い、統計解析した。 

 

 

Ⅲ 結果および考察 

 

１．女子大学生の月経状況 

１）現在の年齢                         

    平均年齢は19.72歳である。19歳32.9%、20歳24.6%、21歳21.4%、18歳14.9%、22歳5.5%、

23歳 0.7%の順に多い。回答者の学年は、授業終了後に行う集合調査の形態をとったものが多いた

め、ばらつきが出ている 

２）初経年齢 

    初経年齢の平均は12.02±1.34歳で、早発月経（10歳未満）３）は0.6%、遅発月経（15歳以上）

３）は4.1%であった。これは野田の研究結果４）の12.34±1.13歳と大差ない。 

女性年齢7歳（初経後7年）が、性成熟の境界年齢であるといわれている５）。そこで、女性年齢

を算出したところ、7歳未満の者は 68人で 23.9%、7歳以上の者は 216人で 76.1%であった。最

も遅い者でも、初経から3年が経過しており、ほとんどが無排卵性月経から排卵を伴う月経へと移

行しているものと思われる。 

３）月経不順 

 月経不順のある者（よくある＋たまにある）は、全体の58.8%であった。 

年齢別にみると、18歳（43人）の67.4%、19歳（95人）の69.5%、20歳（71人）の50.7%、
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21歳（62人）の48.4%、22歳と23歳（18人）の50%に月経不順があった。月経痛のある者（よ

く＋たまに）とない者（ほとんど＋ない）と年齢との間でχ2検定を行った結果、0.5%水準で有意差

が認められた。 

４）月経周期 

月経周期が正常範囲内（25~38 日）３）である割合が一番多く、87.9%であった。稀発月経（39

日以上）３）は 6.6%、頻発月経（24日以内）３）は 4.8%であった。決まっていないという項目は設

定しなかったが、2名の回答があった。 

正常範囲外の者が 11.4%いたが、年に数回、月経周期が多少長くなったり、短くなったりしても

平均して正常な周期で巡っていれば問題はない。しかし、排卵が起きていない場合は、治療が必要

な可能性があるため、本来ならば基礎体温表をつけるなどして、排卵の有無やホルモンの分泌異常、

自分の体調の変化などを知ることが大切である。 

５）月経持続日数 

  正常範囲（3～7日）３）が94.2％、過長月経（8日以上）３）が3.1%、過短月経（2日以内）３）が

2.4%だった。決まっていないという項目は設定しなかったが、1名の回答があった。 

月経持続日数は、過多月経や過少月経と関係していることが多い。持続日数と合わせて経血量に

も注意する必要がある。自分は経血量が多いのか少ないのか判断しにくいが、いつもと違うという

ことに気が付けるようチェックする習慣づけが大切である。 

今回の調査では、基礎体温をつけているか否かの質問は行わなかったが、短大生を対象とした土

居らの調査６）では、基礎体温の測定を行っている者はわずか2.2%であった。保健室や保健の授業に

おいて、月経の記録をつけることの重要性と取り方を指導していくことも必要と考えられる。 

    

２．初経経験時と現在の月経時の感じ方の変化 

「嬉しい」「面倒」「恥ずかしい」「誇らしい」「安心」「汚らわしい」「印象的」という7つの項目

について、初経を経験した時の感情を振り返り、どのくらい当てはまるか5段階で評価してもらっ

た。また、「印象的」を除いた 6 つの項目について、現在の月経時の感じ方を回答してもらい、月

経の経験を重ねるにつれ変化は見られるか検証した。 

１）嬉しい 

  現在の月経時に「かなり嬉しい」「やや嬉しい」と答えた者は、初経時に比べ15.9％から8.7％に

減少している。また、「あまり嬉しいと思わない」「まったく嬉しいと思わない」と答えた者は、46.3％

から64.9％に増加している。 

なお、「かなりそう思う」「ややそう思う」を一つにまとめたもの、及び「どちらともいえない」、

さらに「あまりそう思わない」「全くそう思わない」を一つにまとめたものの計3項目と、初経時及

び現在の月経時との間でχ2検定を行った結果、0.5%水準で有意差が認められた。 

全体的に、初経時と比べて、現在では「嬉しい」と感じなくなっている。 

２）面倒 

 初経時も現在の月経時も「面倒」と感じている者の割合が大きい。また、初経時よりも現在の月

経時のほうがより強く「面倒」と感じており、「かなり面倒」と答えた者は 42.6%から 65.4%に増

加している。全体的に、初経時に比べて、現在では月経を「面倒」と感じるようになっている。 
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表表表表１１１１　　　　初経時初経時初経時初経時とととと現在現在現在現在のののの月経時月経時月経時月経時のののの感感感感じじじじ方          方          方          方          （ｎ＝（ｎ＝（ｎ＝（ｎ＝289289289289）））） 人数人数人数人数（％）（％）（％）（％）
項目 肯定 否定

5 4 3 2 1
ア．嬉しい　 （初経時） 15(5.2) 31(10.7) 109(37.7) 55(19.0) 79(27.3)
　　　　　　 （現在） 8(2.8) 17(5.9) 76(26.3) 51(17.6) 137(47.4)

イ．面倒 （初経時） 123(42.6) 83(28.7) 54(18.7) 21(7.3) 8(2.8)
　　　　　 （現在） 189(65.4) 63(21.8) 30(7.5) 4(1.4) 3(1.0)

ウ．恥ずかしい （初経時） 59(20.4) 53(18.3) 94(32.5) 37(12.8) 46(15.7)
（現在） 3(1.0) 6(2.0) 55(19.0) 47(16.3) 178(61.6)

エ．誇らしい （初経時） 6(2.0) 14(4.8) 110(38.1) 72(24.9) 87(30.1)
（現在） 1(0.3) 3(1.0) 135(46.7) 45(15.6) 105(36.3)

オ．安心 （初経時） 31(10.7) 45(15.6) 117(40.5) 44(15.2) 52(18.0)
（現在） 56(19.4) 79(27.3) 134(46.3) 12(4.2) 8(2.8)

カ．汚らわしい （初経時） 12(4.2) 27(9.3) 118(40.8) 48(16.6) 84(29.1)
（現在） 6(2.1) 6(2.1) 100(34.6) 40(13.8) 137(47.4)

キ．印象的 （初経時） 79(27.3) 79(27.3) 70(24.2) 29(10.0) 32(11.1)

３）恥ずかしい 

初経時には「かなり恥ずかしい」「やや恥ずかしい」と答えた者が 38.7%だが、現在の月経時に

は1.3%と大幅に減少している。また、現在の月経時には「まったく恥ずかしいと思わない」者の割

合が61.6%であり、15.9%から大幅に増加している。 

全体的に、初経時に比べて、現在では月経を「恥ずかしい」とは感じなくなっている。 

４）誇らしい 

初経時においても現在の月経時においても、「誇らしい」と強く感じている者は少ない。しかし、

初経時には「かなり誇らしい」「やや誇らしい」と答えた者が6.8%だったのに対して、現在では1.3%

に減少している。また「まったく誇らしいと思わない」と答えた者が30.1%から36.3%に増加して

いる。 

５）安心 

初経時よりも現在の月経時の方がより「安心」と感じている者が多い。初経時には「かなり安心」

「やや安心」と答えた者は 25.7%だったが、現在の月経時には 46.7％に増加している。また、「あ

まり安心と思わない」「まったく安心と思わない」と答えた者は33.2%から7%に減少している。 

全体的に、初経時に比べて、現在では月経を「安心」と感じるようになっている。 

 

初経時の感じ方と現在の月経の感じ方を比較（表１）すると、ポジティブな変化としては、「恥ず 

かしくはない」「やや安心」「あまり汚らわしくない」と感じるようになっていることが挙げられる。

逆にネガティブな変化としては、「嬉しくはない」「面倒」という感情がより強くなっている。「誇ら

しい」についてはあまり変化が見られなかった。 

これらは、月経教育が大きな影響を及ぼしているものと思われる。中高生を対象に行われた泉澤 

らの研究７）によると初経教育を受けた時期と指導者は、小学校5～6年の時（64.3%）養護教諭や 

担任によって（72.4%）が最も多い。このことからも、学校で行われる月経教育の内容と方法が非常

に大切になってくることが分かる。子どもの不安をできるだけ取り除くため、適した時期に月経の

意義や処置の仕方などを的確に教えることはもちろん、月経はとても喜ばしく、女性としての成長

を誇りに思ってよいというこ

とを伝える必要がある。また、

学校だけでなく家庭でも、身

近な人が親身になって話を聞

いたり、相談に乗ったりする

ことができるような機会を作

ることが大切である。 

痛みの感じ方や物事の考え

方は個人差が非常に大きいが、

心と体のつながりを否定する

ことは決してできないだろう。

そこで、やはり月経や月経周

辺期を少しでも快適に過ごす
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図図図図１１１１ 月経月経月経月経にににに伴伴伴伴うううう苦痛苦痛苦痛苦痛のののの有無有無有無有無 p<0.005（（（（df=3)

ない＋ほぼ

まあまあ＋苦痛＋かなり

表 2-2 大学やアルバイトを休んだ経験 

（現在） （n=289） 

項目 人数（%） 

ある 31(10.7) 

ない 206(71.3) 

休みたくてもあきらめる 52(18.0) 

 

表 2-1 月経痛を理由に学校を休んだ、 

もしくは早退した経験 （小中高）  （n=289) 

項目 人数（%） 

ある 80(27.7) 

ない 172(59.5) 

休みたかったがあきらめた 37(12.8) 

 

ためには、月経を前向きにとらえることが必須であると考える。また、初経教育や身近な人から与

えられる印象が月経を否定的にとらえさせる原因となっている可能性もある。初経時から、月経は

普段の行動を制限させ、我慢しなければならないものではなく、適切な対処法によって苦痛は軽減

できることや無理をしなくてよいということを伝えていくことが大切である。さらに、家庭や学校

において、自ら積極的なセルフケア行動がとれるような支援・指導をすることも必要である。 

 

３．月経時に感じる苦痛 

小学校、中学校、高等学校、現在について、月経に伴う苦痛の程度がどのくらいであったか、「苦

痛はない」「ほぼ苦痛はない」「まあまあ苦痛」「苦痛」「かなり苦痛」のどれに一番当てはまるか５

段階で評価してもらった。 

図１より、月経時に苦痛を感じる者（まあまあ＋苦痛＋かなり苦痛）は小学生では29.4%、中学

生では47.7%、高校生では67.1%、現在では70.3%と徐々に高くなっている。現在の月経痛につい

て、「有り」と答えた者の割合は、有村らの研究８）での「月経痛有り」（74.0%）とほぼ同じである。 

月経痛と年齢変化には

関連がみられ、小中学

生時代に比べて、高校

時代や現在の方が苦痛

を感じている者が多い

ことが分かる。これは、

月経痛は初経後数年が

経過し、排卵性月経と

なってから起こること

が多いということと合

致している。 

        

4．月経痛が日常生活に与える影響と他者への理解 

１）月経痛を理由に休んだ経験 

（１）月経痛を理由に休んだ経験の有無 

  月経痛で学校や大学、アルバイトを休んだもし 

  くは早退した経験があるか答えてもらった。休ん 

  だ経験のある者は、小中高では27．7％いるが、  

 現在では10．7％に減少している。その一方で、 

   休みたくてもあきらめると答えたものは12．8％  

 から18％に増加している（表2-1，表2-2）。 
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表 3-1 休む伝え方とその理由（小中高） 複数回答あり                      人数（％） 

理由 伝えた(n=30) ごまかした(n=44) 言わなかった(n=6) 

月経中であることを知られたくないから 

怠けや仮病と思われそうだから 

月経痛は休む理由として認められなさそうだから 

男子や男性教諭に知られたくないから 

月経は自然なものであり、隠す必要はないから 

家の人や友人が話してくれたから 

     0 

③ 3( 1.0) 

0 

0 

①23(76.6) 

② 8(26.6) 

    ②14(31.8) 

     8(18.1) 

①28(63.6) 

③11(25.0) 

0 

6(13.6) 

③1 

①2 

②1 

0 

0 

①2 

 

表 3-2 休む伝え方とその理由（現在） 複数回答あり 

理由 伝えた(n=10) ごまかした(n=12) 言わなかった(n=9) 

月経中であることを知られたくないから 

怠けや仮病と思われそうだから 

月経痛は休む理由として認められなさそうだから 

男子や男性教諭に知られたくないから 

月経は自然なものであり、隠す必要はないから 

家の人や友人が話してくれたから 

     0 

   0 

0 

0 

①9 

②3 

          0 

      ②3 

①8 

③2 

0 

   0 

②2 

②2 

①6 

0 

0 

 1 

 

（２）休む理由をどのように伝えたか 

月経痛を理由に学校や大学、アルバイトを休んだことがあると答えた者に対して、その際どのよ

うにして休む理由を伝えたか答えてもらった。小中高においては、違う理由でごまかしたと答えた

者が55%で、月経痛のためと伝えた者37.5%を上回っている。また、現在においては休んだ経験の

ある者自体が少ないが、違う理由でごまかした者が38.7%で、月経痛のためと伝えた者32.3%をわ

ずかに上回っている。小中高に比べ、理由を言わなかった者の割合も高く、29.0%であった。 

（３）休むことの伝え方と理由 

休むことの伝え方とその理由を6項目設定し、当てはまるものすべてを選択してもらった。①②

③は回答数の多かった順番を示している（表3-1，表3-2）。 

小中高において、休む理由として月経痛であることを伝えた者の中で、「月経は自然なものであり、

隠す必要がない」と答えた者は 76.6%で最も多い。ごまかした者の理由は、「月経痛は休む理由と

して認められなさそうだから」が63.6%で最も多く、「月経中であることを知られたくない」31.8%、

「男子や男性教諭に知られたくない」25%の順であった。 

現在においては、休んだ経験のある者が少ないため、傾向がつかみにくかった。 

 月経痛がある者は現在の方が多いにも関わらず、月経痛を理由に休んだ、もしくは早退した経 

験のある者は小中高に比べ、現在では減少している。また、その際に休む理由を月経痛とは伝えて

いない者が多く、「言いにくさ」を感じているということが分かる。さらに、休みたくてもあきらめ

るという者は、小中高に比べ、現在では12.8%から18%に増加している。これらの背景には「月経痛

は休む理由として認められなさそう」「月経中であることを知られたくない」「異性に伝えにくい」

という思いがあることが分かった。  

 特に小中高時代には、体育や部活動を見学したり、保健室に行ったりするためには先生の許可を

得なければならない。しかし、初経時には「恥ずかしい」と感じている者もたくさんおり、女性教

諭も男性教諭も、そういった気持ちが児童生徒にあることを理解できるよう努める必要がある。 
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表４ 月経痛で休むことへの抵抗と理由  複数回答あり                                人数（％） 

理由 かなり(n=67) ある(n=42) 少し(n=113) あまり(n=47) ない(n=20) 

月経中であることを知られたくないから 

怠けや仮病と思われそうだから 

月経痛は休む理由として認められなさそうだから 

学業や仕事に支障が出ると困るから 

異性に知られたくないから 

月経痛は我慢すべきものであると思うから 

月経は自然なものであり、隠す必要はないから 

月経痛により効率が下がるため、休まざるを得ないから 

その他 

    19(14.9) 

③21(31.3) 

①49(73.1) 

②46(68.7) 

3( 4.5) 

15(22.4) 

6( 9.0) 

2( 3.0) 

0 

4( 9.5) 

③10(23.8) 

①24(57.1) 

②19(45.2) 

5(11.9) 

8(19.0) 

1( 2.4) 

0 

1( 2.4) 

14(12.4) 

③36(31.9) 

①68(60.1) 

②65(57.5) 

6( 5.3) 

19(16.8) 

6( 5.3) 

4( 3.5) 

1( 0.8) 

3( 6.3) 

3( 6.3) 

3( 6.3) 

③14(29.8) 

1( 2.1) 

4( 8.5) 

②17(36.2) 

①20(42.3) 

0 

0 

0 

2( 1.0) 

0 

0 

③3(15.0) 

①13(65.0) 

② 5(25.0) 

0 

 

２）月経痛を理由に大学やアルバイトを休むことへの抵抗 

（１）抵抗感の強さ 

 月経痛を理由に大学やアルバイトを休むことにどのくらい抵抗があるか答えてもらった。「少し抵

抗がある」と答えた者は最も多く 113人（39.1%）、続いて「かなり抵抗がある」と答えた者が 67

人（23.2%）、続いて「あまり抵抗はない」と答えた者が 47 人（16.2%）、「抵抗がある」と答えた

者は42人（14.5%）、「抵抗がない」と答えた者は最も少なく、20人（7%）だった（図２）。 

（２）抵抗感の理由   

 月経痛を理由に休むことへ

の抵抗について、どうしてそ

のように答えたかその理由を

8 項目設定し、当てはまるも

のすべてを選択してもらった。

①②③は回答数の順位を示し

ている（表４）。 

  

  

 

抵抗がある（かなり＋ある＋少し）と答えた者の理由は、いずれも「月経痛は休む理由として認

められなさそうだから」が最も多く、次に「学業や仕事に支障が出ると困るから」「怠けや仮病と思

われそうだから」と続いている。その他として「休むこと自体に抵抗がある」という回答があった。 

月経痛を理由に大学やアルバイトを休むことについて「かなり抵抗がある」「抵抗がある」｢少し

抵抗がある｣と答えた者を合わせると76.8%となり、高い割合で抵抗があると感じていることが分か

る(図 2)。また、その理由は、いずれも「月経痛は休む理由として認められなさそうだから」が最

も多かった。月経痛は女性なら誰でも経験するものであり、休む理由にはならないのではないかと

感じている者が多い。「自分だけが辛いのではない」「個人差があるため、人には理解されがたい」

と考えていると思われる。 

次に多いのは「学業や仕事に支障が出ると困るから」であり、年齢を経るにつれ社会的責任が大

きくなり、休むこと自体が難しくなってきていることがうかがえる。次いで多いのは「怠けや仮病

と思われそうだから」であり、「月経痛は休む理由として認められなさそうだから」に近い感情も含

まれていると思われる。 
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表 5 周囲の人が月経痛を理由に休むこと (n=289) 

項目 人数（%） 

受け入れられる 225(77.9) 

あまり受け入れられない 29(10.0) 

分からない 35(12.1) 

 

表６ 月経痛で休むことに対する考えと理由  複数回答あり                                   人数（％） 

理由 受け入れられる 

(n=225) 

あまり受け入れられない 

(n=29) 

分からない 

(n=35) 

自分も痛みやつらさに共感できるから 

月経痛は休む理由として認められるべきであると思うから 

周囲の人に迷惑がかかるから 

鎮痛剤や適切な医療を受けるなど対応策をとるべきであると思うから 

月経痛は休む理由にならないと思うから 

自己判断すべきことであると思うから 

その他 

①171(76.0) 

② 87(38.7) 

6( 2.7) 

10( 4.4) 

1( 0.4) 

③ 48(21.3) 

10( 4.4) 

3(10.3) 

2( 6.9) 

③10(34.5) 

②11(37.9) 

①17(58.6) 

4(13.8) 

2( 6.9) 

③ 8(22.9) 

0 

6(17.1) 

③ 8(22.9) 

② 9(25.7) 

①25(71.4) 

3( 8.6) 

 

 

３） 他者が月経痛を理由に休むこと 

（１）受け入れられるか否か 

友人や同僚が月経痛を理由に、学校や仕事を休むことを受け入れられるか答えてもらった。「受け

入れられる」と答えた者が 77.9%を占めており、「あまり受け入れられない」と答えた者 10%を大

幅に上回っている（表５）。 

   （２）月経痛で休むことに対する考えの理由 

周囲の人が月経痛を理由に休むこと（表  

5）について、なぜそのように考えるか、6  

項目設定し、当てはまるものすべてを選択 

してもらった。①②③は回答数の多かった   

順番を示している（表６）。 

その他の回答としては、「自分は痛みを味わったことがないから(2 人)」「月経痛は感染するもの

ではないから(1人)」「休むほど重大なことではないから(1人)」「周りにはそのような人がいないか

ら(1人)」といったように受け入れに消極的な回答と、「友人が辛そうだから（5人）」「個人差があ

るということを理解しているから（3人）」「女性が多い職場で、多くの理解が得られるから（1人）」

「体調不良と同じだと思うから（1人）」といったように受け入れに肯定的な回答が見られた。 

 

 

 

「受け入れられる」と答えた者は 77.9%である。しかし、実際に月経痛を理由に休んだことのあ

る者は、現在ではわずか 10.7%である。このことより、気持ちと実際の行動の面には、大きな開き

が生じていることが分かる。また、受け入れの気持ちは、自身の月経痛の重さとの関連があるので

はないかと考えたが、特に関連はみられなかった。 

「受け入れられる」と答えた理由は、「自分も痛みに共感できるから」が76%で最も多い。また、 

二番目は「月経痛は休む理由として認められるべきであると思うから」で38.7%である。「あまり受

け入れられない」と答えた者の中には、「自分は痛みを味わったことがないから」「周りにそのよう

な人はいないから」という回答がみられ、月経痛を理由に休むことに対しての受け入れは、自分自

身の経験が大きな支えとなっていることが分かる。また、「自分自身は辛くはないが、友人が辛そう

だから」という回答もみられ、身近な人の月経状況も影響している。 



佐藤・斉藤：女子大学生の月経の実態調査 

 - 221 - 

労働基準法第68条では、生理日の就業が著しく困難な女性に対する措置として、「使用者は、生

理日の就業が著しく困難な女性が休暇を請求したときは、その者を生理日に就業させてはならな

い。」と定めている。法的には、月経痛は休む権利として認められているが、実際には何の心配もな

く休暇を取得するということは難しい状況にある。同じ女性同士でも個人差が大きく、「月経痛ぐら

いで」という考えは根深いように感じられる。 

 

 

Ⅳ まとめ 

 

本研究は、月経が安定してきた女子大学生の月経の実態を把握し、月経痛を訴える児童生徒への

対応や初経教育を行う際の参考とすることを目的とした。分析の結果、女子大学生の現在の月経観

をみると「面倒」という感情が最も大きく、初経時を振り返ってみても月経に対して、肯定的感情

を抱いているものが少ない。松本は、女性の将来にわたる月経教育の必要性を示唆しているが９)、

成人女性も月経に興味関心をもち、月経への知識や適切なセルフケア行動などを学んでいく必要が

あると考える。月経への肯定的感情を持つことで、母親や教員として、子どもたちにもポジティブ

な感情を持たせるような関わりができるはずである。 

月経痛が日常生活に少なからず影響を与えているにもかかわらず、実際に休んだ経験のある者は

それほど多くはない。これは単に、「休むほど辛くはない」ということ以外に「言いにくさ」のよ

うなものがあることが分かる。特に学校では、月経痛が辛いことが言い出せない子どもや休ませて

はもらえないのではないかと不安に感じている子どもがいるかもしれないことを念頭に入れて、対

応する必要がある。また、成人女性の中にも月経痛に苦しめられている者は多数おり、個人差を認

め合っていくことで、女性は月経痛に苦しむものという社会通念が改められていくことが望まれる。 
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